
命をかけた

郵便飛行

支配人リヴィエール

厳格な規律で組織を率いる

冷徹さの裏には強い使命感

物語の中心

飛行士ファビアンの苦闘

飛行中に嵐に巻き込まれる

⇒極限状況で見せる人間の強さと脆さ

行動の意味を

問う哲学

哲学的な問い

リヴィエールが抱く苦悩

⇒事業を続けることを決意

物語の結末

ファビアンの死を受け入れて飛行続行

感情を超えた高い理想への献身

普遍的テーマ「どこまで自分と他者を犠牲にできるのか？」

飛行士が描く

空の世界
作品のリアリティ

作者自身のパイロット経験

アンデス山脈や砂漠を飛行

作中における細部にわたる描写

特筆すべき魅力

空からの視点が詩的に表現

航空文学の傑作に押し上げている


